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分析

 コロナ危機の影響で自殺者がどのくらい増加したかを試算

 コロナ危機が無かった時の仮想の自殺者数をコロナ前の民間シンクタンクの失業率予測と数理モデ
ルで計算

 過去の試算

 2021年7月20日、8月10日、9月7日、10月5日、11月6日、2022年2月6日、3月8日、4月12日、5月13日、6月13日、
7月13日

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/category/research/

2



結果1
 2020年3月から2022年6月までの超過自殺は約8,090人

 失業率増加で説明できる増加分は約1,260人

 コロナ危機による追加的自殺者の多くは若い世代

 20代が最多

 20代女性：約1,090人、20代男性：約745人

 子供の自殺も増加

 20歳未満女性：約280人、20歳未満男性：約95人

 20歳未満女性の超過自殺は2020年秋以降も高い水準で推移。 20歳未満男性の超過自殺は2020年秋以降は低い水準

 高齢者の自殺も増加

 60歳以上（男女合計）：約1,930人
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結果1：頑健性

モデル1
性別と年齢を考慮

モデル2
性別のみ考慮

モデル3
年齢のみ考慮

モデル4
年齢、性別考慮せず

超過自殺 約8,090 約8,000 約8,545 約6,830

失業率増加で説明で
きる増加分

約1,260 約2,020 約1,050 約1,600
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結果2

 コロナ危機による追加的自殺によって失われた余命年数は、コロナ感染によっ
て失われた余命年数と同じ位

 コロナ自殺によって失われた余命年数

 33.9万年

 25歳の女性（平均余命約63年）の約5,380人分の余命年数に相当

 コロナ感染による直接的な死亡によって失われた余命年数

 33.0万年

 25歳の女性（平均余命約63年）の約5,240人分の余命年数に相当
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詳細
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実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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失業率とコロナ危機前の失業率予測



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍の超過自殺（男性・女性合計）



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍の超過自殺（男性・女性合計）
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年齢別分布（男性・女性合計）



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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年齢別分布（男性）



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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年齢別分布（女性）



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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年齢別分布（コロナ感染死者数との比較）
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年齢別分布（失われた余命年数の分布）



子供の超過自殺
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実際の失業率とコロナ危機前の民間予測

16

コロナ禍における未成年の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における未成年の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（60-69歳）の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（60-69歳）の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（70-79歳）の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（70-79歳）の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（80歳以上）の超過自殺



実際の失業率とコロナ危機前の民間予測
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コロナ禍における高齢者（80歳以上）の超過自殺



おわりに

 分析の詳細

 Batista, Fujii, and Nakata (2021): COVID-19 and Suicides in Japan

 この資料では自殺者数を分析しましたが、コロナ危機は他の様々な原因による死亡者数にも
影響を与えています

 参考資料：日本の超過および過少死亡数ダッシュボード

 https://exdeaths-japan.org/graph/weekly, https://www.niid.go.jp/niid/ja/from-idsc/493-guidelines/9748-excess-mortality-20jul.html

 日本でのコロナ危機の自殺への影響を分析した論文

 Tanaka and Okamoto (2021): “Increase in suicide following an initial decline during the COVID-19 pandemic in 
Japan.” Nature Human Behavior

 日本語のサマリー：https://www.tmghig.jp/research/release/cms_upload/japanese.pdf 24
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 過去・現在の政策分析と研究

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/

 https://covid19-icu-tool.herokuapp.com/

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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